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2. 洪水時対応

2.1 評価の進め方

2.1.1 評価方針

猿谷ダムは洪水調節機能を持たないが、平成 24 年度より、洪水時の放流量を軽減すること

を目的に貯水池内の空き容量をこれまで以上に確保する取り組みを実施している。

そこで、洪水時対応に関する評価は、洪水時対応計画及び洪水時対応実績を整理し、これ

らの状況についてダムありなしの比較を行うことで評価を行う。

2.1.2 評価手順

以下の手順で評価を行う。洪水調節の評価手順を図 2.1.2-1 に示す。

(1) 洪水時対応の状況

洪水時対応計画及び洪水時対応実績について整理する。

洪水調対応計画は主に工事誌を参考とし、暫定的な操作規則を設定して運用している場合、

その旨を注記する。

洪水時対応実績は洪水実績表等から整理を行い、一覧表等にまとめる。

(2) 洪水時対応の効果

(1)で整理した洪水時対応実績について、流量低減効果、水位低減効果の評価を行う。

【評価項目】

○必須項目 ：流量低減効果、水位低減効果

○その他の項目：氾濫被害軽減効果、副次効果（流木等の流出抑制効果）
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（必須項目）

・流量低減効果

・水位低減効果

図 2.1.2-1 評価手順

洪水時対応計画の整理

洪水時対応実績の整理

洪水時対応の状況

洪水時対応の効果
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2.2 ダムの試行運用による新たな取り組み

猿谷ダムは洪水調節機能を持たないが、平成 24 年度より、洪水時の放流量を軽減すること

を目的に貯水池内の空き容量をこれまで以上に確保する取り組みを実施している。

2.2.1 猿谷ダムの構造

コンジットゲートの放流能力は、最大で 15m3/s である。貯水位が標高 426m 以上あるとき

クレストゲートからの放流が可能となる。

図 2.2.1-1 猿谷ダムの構造

2.2.2 過去の洪水の比較

昭和 32 年の猿谷ダム完成後、平成 23 年までの間で 11 洪水が洪水量 1,000m3/s を超え、い

ずれも出水期（6/15～10/31）に発生している。その中でも、主要な洪水（1,200m3/s 以上）

は、すべて、9月上旬から 10月中旬に発生している。

図 2.2.2-1 昭和 32 年以降の洪水発生状況
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2.2.3 洪水前の貯水位低下

猿谷ダムは洪水調節機能を持たないが、平成 24 年度より、洪水時の放流量を軽減すること

を目的に貯水池内の空き容量をこれまで以上に確保する取り組みを行っている。

(1)試行運用期間と目標水位

1)管理目標水位

9 月 1 日から 9 月 15 日の間については、426m を管理目標水位として運用することで空き容

量を確保する。なお、8 月においては、9 月 1 日に 426m に擦り付けるため、水位低下を図る

ように運用する。

2)事前放流の目標水位

9 月 16 日から 10 月 31 日の間については、洪水量 1,000m3/s を超える洪水が予想される場

合、426m を目標に事前放流を行うことで、空き容量を確保する。

図 2.2.3-1 事前放流操作における目標水位

(2)試行運用操作の実施基準

気象庁 MSM 数値予報モデルの予測雨量※と実

績雨量による一連の雨量の 9 時間累積雨量が

130mm を超え、かつ、台風の中心が、東経 128

度から 138 度の間で北緯 24 度以北に達し、さら

に猿谷ダムに接近が予想されるときには、標高

426m までの空き容量を確保出来るよう、事前放

流の実施などの対応を実施する。

図 2.2.3-2 既往洪水での台風経路

（流入量が洪水量 1,000m3/s 以上）

436m
常時満水位

430m

426m

かんがい期

出水期

6/1 6/15 7/1 7/15 8/1 8/15 9/1 9/15 10/1 10/15 11/1 11/15

事前放流の目標水位管理目標水位

425.5m
クレスト頂

注）426m は、クレスト頂 425.5m に最低限の放
流能力を考慮して設定。

※気象庁の 33 時間先までの 1時間毎、約 5km メ

ッシュの予測雨量。初期値は 6時間ごと。
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(3)放流量低減操作の方法

洪水時（流入量が 1,000m3/s 以上の時）にはクレストゲート全開による自由越流（フリー

フロー）により放流量の低減を行う。

全開放流後、流入量がピークに達した後は残容量を確認の上、ピーク流入量時点の放流量

による一定量放流を行う。

図 2.2.3-3 猿谷ダムの試行運用での操作

426.0m

洪水量 1,000m3/s

洪水初期にため込み

水位上昇

ゲート全開（自由越流）

放流量

流入量

貯水位

洪水ピークに達した後は、一定量放流を基本とする

時間(t)

流量

(m3/s)
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2.3 洪水時対応の状況

2.3.1 洪水時対応実績

猿谷ダムでは管理開始の昭和 33 年以降、平成 28 年までに流入量が 1,000m3/s を超過した

洪水が 15回発生している。

至近 5 カ年では、流入量が 1,000m3/s を超過した洪水が 3 回発生しているが、その内 2 回

は試行運用期間外であった。

猿谷ダムでの洪水発生状況を表 2.3.1-1 に、過去最大 出水量の歴代順位を表 2.3.1-2 に

示す。

表 2.3.1-1 猿谷ダム建設後の発生洪水（ダム地点）

出水の原因 生起年月日
総雨量

(mm)

最大流入量

(m3/s)

最大放流量

(m3/s)

台風 17 号 昭和 33 年 8 月 189 1,170 1,140

伊勢湾台風 昭和 34 年 9 月 412 2,050 2,040

第 2 室戸台風 昭和 36 年 9 月 329 1,310 1,290

台風 24 号 昭和 40 年 9 月 401 1,190 1,180

台風 29 号 昭和 46 年 9 月 128 1,200 980

台風 10 号 昭和 57 年 8 月 428 1,060 1,060

台風 19 号 平成 2年 9月 318 1,688 1,592

台風 26 号 平成 6年 9月 240 1,636 1,021

台風 23 号 平成 16 年 10 月 216 1,286 985

台風 18 号 平成 21 年 10 月 249 1,069 864

台風 12 号 平成 23 年 9 月 3 日
946

1,360 1,322

〃 平成 23 年 9 月 4 日 1,371 1,350

台風 18 号 平成 25 年 9 月 16 日 361 1,403 1,348

台風 11 号 平成 26 年 8 月 10 日 458 1,116 1,097

台風 11 号 平成 27 年 7 月 17 日 418 1,059 1,045

注） 1.平成 24 年より、事前放流を含めたダムの空き容量確保による洪水被害軽減を図る試験運用を開

始した。試験運用期間は、9/1～10/31。

2.網掛けは、試行運用期間外に発生した洪水を示す。
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表 2.3.1-2 猿谷ダムからの過去最大流入量の歴代順位

順位 発生年月日 最大流入量(㎥/s) 最大放流量(㎥/s) 

1 昭和 34 年 9 月

（伊勢湾台風）
2,050 2,040

2 平成 2年 9月

（台風 19号）
1,688 1,592

3 平成 6年 9月

（台風 26号）
1,636 1,021

4 平成 25 年 9 月 16 日

（台風 18号）
1,403 1,348

5 平成 23 年 9 月 4 日

（台風 12号）
1,371 1,350

6 平成 23 年 9 月 3 日

（台風 12号）
1,360 1,322

7 昭和 36 年 9 月

（第 2室戸台風）
1,310 1,290

8 平成 16 年 10 月

（台風 23号）
1,286 985

9 昭和 46 年 9 月

（台風 29号）
1,200 980

10 昭和 40 年 9 月

（台風 24号）
1,190 1,180

11 昭和 33 年 8 月

（台風 17号）
1,170 1,140

12 平成 26 年 8 月 10 日

（台風 11号）
1,116 1,097

13 平成 21 年 10 月 7 日

（台風 18号） 1,069 864

14 昭和 57 年 8 月

（台風 10号）
1,060 1,060

15 平成 27 年 7 月 17 日

（台風 11号）
1,059 1,045

注）黄色の網掛けをした洪水について、以降に洪水概要を整理した。
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(1) 平成 23 年 9 月 3 日、4 日の洪水

大型で動きが遅い台風 12 号は、9 月 3 日 10 時前に高知県東部に上陸した後にゆっくり北

上を続け、3日 18 時頃に岡山県南部に再上陸、中国地方を北上して 4日未明に山陰沖に抜け

た。この台風により、猿谷ダム流域平均雨量は約 950mm となり、記録的な大雨となった。

この台風での猿谷ダムの放流量実績値は、9 月 3 日で最大流入量 1,360 ㎥/s に対して最大

放流量 1,322 ㎥/s、9 月 4日で最大流入量 1,371 ㎥/s に対して最大放流量 1,350 ㎥/s であっ

た。

また、図 2.3.1-1 に台風 12 号による、宇井地区、長殿発電所、赤谷地区の被害状況を示

す。

図 2.3.1-1 平成 23 年 9月台風 12号の経路状況

注）路線上の○印は傍に記した日の 9時、●印は 21 時の位置を示す。

また、経路の実践は台風、破線は熱帯低気圧または温帯低気圧の期間を示す。
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図 2.3.1-2 降雨状況（平成 23 年台風 12 号）

宇井地区 長殿発電所

赤谷

図 2.3.1-3 平成 23 年台風 12号の被害状況

◆宇井地区の地すべり

台風 12 号の豪雨により宇井地区の

山腹が崩壊。山腹崩壊により熊野川

が河道閉塞し、それにより、上流の

宇井地区が水没した。
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等雨量曲線凡例

撮影日：平成 23 年 9月 7日 撮影日：平成 23 年 9月 7日

撮影日：平成 23 年 9月 11 日
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図 2.3.1-4 猿谷ダム放流量実績（平成 23年台風 12号）
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【台風 12号関連：過去の出水との比較】

台風 12 号は大型で、動きが遅く大雨をもたらした。猿谷ダム流域平均雨量は約 950mm とな

り、記録的な大雨となった。この時の総雨量を過去の大規模出水と比較すると、過去最大流

入量を記録した昭和 34 年 9 月の伊勢湾台風の総雨量 412mm の約 2.3 倍の雨量であった（図

2.3.1-5）。

また、過去の出水が比較的短時間の降雨、短時間の洪水であったことに対し、台風 12 号に

よる出水は長時間の降雨、長時間の洪水という点が特徴的で、1000m3/s 以上の二山流入は今

回が初めてであった（図 2.3.1-6）。
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図 2.3.1-5 過去の大規模出水との比較（総雨量）

図 2.3.1-6 過去の大規模出水との比較（総流入量）
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図 2.3.1-7 新聞記事（平成 23 年台風 12 号関連）

（読売新聞 平成 23 年 9月 8 日）

（朝日新聞 平成 23 年 10 月 1日）
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(2) 平成 25 年 9 月 16 日の洪水

9 月 13 日 9 時に小笠原諸島近海で発生した台風第 18 号は、発達しながら日本の南海上

を北上し、潮岬の南海上を通って、16 日 8 時前に暴風域を伴って愛知県豊橋市付近に上陸

した。その後、台風は速度を速めながら東海地方、関東甲信地方及び東北地方を北東に進み、

16 日 21 時に北海道の南東の海上で温帯低気圧となった。この台風により、猿谷ダム流域平

均雨量は約 361mm となった。

この台風での猿谷ダムの放流量実績値は、最大流入量 1,403m3/s に対し、最大放流量を

1,348m3/s に減量する操作を実施した。また、貯水位の標高は最高 434.12m であった。

図 2.3.1-8 平成 25 年 9月台風 18号の経路状況
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図 2.3.1-9 猿谷ダム放流量実績（平成 25年 9月台風 18 号）
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(3) 平成 26 年 8 月 10 日の洪水

7 月 29 日 09 時にグアム島の東の海上で発生した台風第 11 号は、西に進み、8 月 1 日に

はフィリピンの東の海上で暴風域を伴い、2 日には猛烈な勢力に発達した。その後、台風は

4 日に進路を北に変えて日本の南海上を北上し、7 日に強い勢力で大東島地方に最も接近し

た。台風第 11 号は強い勢力を維持したまま比較的遅い速度で北上し、10 日 06 時過ぎに高

知県安芸市付近に上陸した後、次第に速度を速めながら四国地方を通過し、10 日 11 時前に

兵庫県姫路市付近に再上陸した後、近畿地方を通過した。その後、台風第 11 号は暴風域を

伴ったまま日本海を北上し、11 日 09 時に日本海北部で温帯低気圧に変わった。

図 2.3.1-10 平成 26 年 8 月台風 11 号の経路状況
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図 2.3.1-11 猿谷ダム放流量実績（平成 26年 8月台風 11 号）
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(4) 平成 27 年 7 月 17 日の洪水

7 月 4日 3 時にマーシャル諸島近海で発生した台風第 11 号は西に進み、11 日 15 時には

大型の台風となり、12日には日本の南海上を北上し、16 日 23 時頃、大型で強い勢力を保っ

たま高知県室戸市付近に上陸した。台風は引き北上を続け、17日 06 時頃、岡山県倉敷市付

近に再び上陸した。その後、台風は進路を北東に変え、同日 21時に日本海で熱帯低気圧に変

わった。

図 2.3.1-12 平成 27 年 7 月台風 11 号の経路状況
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図 2.3.1-13 猿谷ダム放流量実績（平成 27年 7月台風 11 号）
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2.4 洪水時対応の効果

2.4.1 洪水時対応の効果（流量低減効果）

これまでの洪水時対応の状況をもとに、猿谷ダムによる洪水時対応の効果を評価する。

ただし、猿谷ダムの下流には、風屋ダム（電源開発（株）管理）が存在するため、熊野川基準

地点への効果は実施しない。

【対象洪水】

平成 25年 9月台風 18号

【評価地点】

猿谷ダム

図 2.4.1-1 猿谷ダムと風屋ダムとの位置関係
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＜平成 25年 9月台風 18号＞

猿谷ダム上流域では、9 月 14 日から 16 日にかけて、流域平均の総雨量が 361m、時間最大雨量

が 59mm（天辻雨量観測所）となり、ダムへの最大流入量が近年最大の 1,403m3/s に達した。

この出水に対して、猿谷ダムでは、ダムへ流入してきた約 700 万 m3の洪水をダムへ貯留した。

流入量がピークに達した以降は、残容量を確認の上、ピーク流入量時点の放流量による一定量放

流を行い約 50m3/s 放流量を低減させた。

図 2.4.1-2 猿谷ダム放流実績（平成 25 年 9 月台風 18号）
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2.4.2 副次効果

(1)流木の流下防止効果

猿谷ダムでは、洪水後に大量の流木や塵芥が貯水池に流入

しせき止めている。

平成 25 年台風 18 号の出水により、大量の流木や塵芥が貯

水池に流れ込んだ。猿谷ダムによって、これらの流木や塵芥

が下流に流下しなかったことで、下流河川では橋梁等の構造

物における流下阻害など、流木による二次的被害の軽減にも

貢献したと考えられる。

資料が整理されている平成8年度から平成28年度の流木の

回収量を表 2.4.2-1 に示す。

(2)流木処理

猿谷ダムでは、平成 25 年度から、台風や大雨により大量に流れ込んでせき止められた流木に

ついて、処理コスト縮減・資源の有効活用の観点から必要とされる地域の方々に無料配布を行

っている。

表 2.4.2-2 流木処理の内訳

図 2.4.2-1 流木処理方法の内訳 図 2.4.2-2 利用者のアンケート結果
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H25 3,041 3,000 41 42 6/21～7/12
H26 2,996 2,976 20 28 7/1～7/15
H27 1,507 1,480 27 83 7/6～7/17
H28 954 920 34 32 8/29～9/9

表 2.4.2-1 流木回収量

回収量

(m3)

平成8年度 360
平成9年度 408
平成10年度 1,140
平成11年度 1,007
平成12年度 240
平成13年度 3,064
平成14年度 270
平成15年度 586
平成16年度 632
平成17年度 960
平成18年度 440
平成19年度 567
平成20年度 0
平成21年度 0
平成22年度 648
平成23年度 169
平成24年度 1,958
平成25年度 3,041
平成26年度 2,996
平成27年度 1,507
平成28年度 954
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2.5 その他

2.5.1 防災情報発信の改善に関する取り組み

防災情報発信の改善に関する取り組みとして、事務所ＨＰにライブカメラ映像を追加する等、

情報の発信、共有に努めている。

・ケーブルテレビを経由したダム流域の降雨量や貯水位、流入・放流量等の情報発信

・情報板（放流量表示型）・回転灯を利用した情報発信

・事務所ホームページにより、ダムの貯水位・放流量・流入量の情報提供

図 2.5.1-1 国土交通省 川の防災情報ホームページ概要

①レーダ雨量

②テレメータ（雨量・水位・水質）

③ダム情報（流域雨量・全流入量・全放流量・貯水

位・現貯水量・貯水率）

④ダム放流通知

●検索サイトで、｢川の防災情報｣で検索

（アドレス： http://www.river.go.jp/）川の防災情報
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図 2.5.1-2 紀の川ダム統合管理事務所ホームページによる情報発信

図 2.5.1-3 情報板を利用した情報発信

①リアルタイム情報を新たに追加

②「川の防災情報」のダム情報にリンク

③「川の防災情報」のダム情報にリンク

（携帯版）

④ライブカメラの映像を新たに追加

①

②

③

④
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図 2.5.1-4 ケーブルテレビによる情報発信
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2.6 まとめ

猿谷ダムは洪水調節機能を持たないが、平成 24 年度より、洪水時の放流量を軽減すること

を目的に貯水池内の空き容量をこれまで以上に確保する試行運用の取り組みを行っている。

至近 5カ年（平成 24 年から平成 28年の間）では、1 回の試行運用を実施した。

放流量実績値は、平成 25 年 9 月の台風 18 号で、最大流入量約 1,400m3/s に対して最大放

流量約 1,350m3/s であった。

この時はあらかじめ確保した空き容量を活用することによって、ダムへ流入してきた約700

万 m3の洪水をダムへ貯留した。

＜今後の方針＞

猿谷ダムは洪水調節機能を持たないが、洪水時対応として試行操作を行っている。今後も

引き続き新宮川水系の洪水被害軽減に向け、降雨予測情報を有効に活用するとともに、関係

機関との連携、情報提供を行い、適切な維持管理とダム操作を行って、洪水時対応を行う。

また、水防災意識社会再構築を目指し、関係機関に対してダムの役割等の情報提供に努め

る。
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